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近代 日本に お け る 「文学部」の機能 と構造

　　　　　　 一 帝国大学文学部を中心 と して
一

橋本　鉱市

1． は じめ に
一

問題 の所在と 分析視点
一

　 1991年 の 設置基 準 の 大綱化 は ， 各大学 に 自己評価 ・自己点検を義務づ け ， 教養課程

に 関す る規制を大幅に緩和 して 学部教育の 改組 ・
再編へ の 機運を もた ら した点で ， 日

本 の高等教育 シ ス テ ム を大 きく変革す る契機 とな っ た 。 各大学 ・学部 はカ リキ ュ ラ ム

の 編成面で ， それ ぞれ の 理 念 ・目的 に基づ い た 自主 的な展開が 可能 に な ると同時 に ，

そ の 教育研究活動は社会との レ リバ ン ス の 文脈で そ の 可否が問わ れ る よ うに な っ たの

で あ る。

　 こ う した趨勢の 中，理工系や ある い は文科系の なかで もい わ ゆ る 「実学」
〔P と目され

る法学 ・経済学な ど は と もか く， 「文学部」の 教育研究活動 に対 して は ， 社会的有用性

の 有無 とい う観点 か ら様々 な批判が な され る反面 ， 人文学的教養の 固守 ・伝達を求め

る立場か らは ， そ の再生が唱え られ て い る 。
つ ま り， 人文科学 は実社会 の ニ

ーズ とは

無縁の 「虚学」で あ り， また 文学部の 人材養成 の 理念 も曖昧だ と して   ，そ の 存在理 由

が改め て 問い 直され るべ きだ との 指摘が な される一方で （水嶋　1995），

一般教養教育

の 見直 しを直接的な動機と して ， 文学部を拠点 と した 「哲学」復権の 期待が語 られ （今

道　 1995）， また は さ らに 踏み込ん で 教養部 にか わ る人文学 的教養機関 の 最後 の 砦 と

な るべ きとの 意見が提起 されるの で ある （筒井　1995）。 した が っ て ， 文学部を め ぐる

評価は様々 な批判 と思惑が 交錯 した 極あて ア ン ビ ヴ ァ レ ン トな もの に な らざるを得な

い o

　 しか しな が ら， い ずれ の 議論 も，明治以 来わが 国の 高等教育シ ス テ ム の 中で ， 文学

東京大学 ・大学総合教育研究 セ ン ター
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部の 歴史的道程を看過 した状況的な印象論に終始 して い る感が あ る 。 そ もそ も文学部

は どの よ うな理念の 下 に創設され ， 高等教育 シ ス テ ム の 中で ど う位置づ け られ て きた

の か ， ま たその 研究一教育は何を 期待 され ， ど う変容 して きたの か ， そ して い か なる

青年層を吸収 し， また彼 らは どの よ うな社会的役割を担 っ た の か。
こ うした問題の 解

明抜 きに して は，現在 の文学部 を とりま く状況 の 分析は で きな い と思 われ る
。 しか し，

こ れ まで わが国の 高等教育に 関す る研究で は ， 「国家ノ 須要」に応 え る法学や工 学及 び

医学 など の い わゆ る実学部門が中心的 に取 り上 げ られ ， 人文科学や また そ れ を担 うべ

き文学部の 機能 と構造 に関す る包括的な研究 は ， ほ とん ど等閑視 され て きた の で あ

る
｛3）

。

　そ こ で ， 本論文で は ， 以 上の よ うな問題関心 の 下 ， わが国 の 文学部の 範型 とな っ た

帝大文学部 （文科大学）の 機能 と構造 を， 同 じ文科系の 法学部 との比較，及 び東京 ・

京都両帝大の 比較を軸 と しっ っ
，

そ の 研究一教育面に 焦点を絞 り分析する。 すな わ ち ，

高等教育 シ ス テ ム に おけ る文学部 とい うセ クシ ョ ン の構造 （第 2節），創立理 念 と学科

構成 ・カ リキ ュ ラ ム （第 3節）， 学生の 意識 と エ
ー

トスお よび卒業生の 社会的配分 と役

割 （第 4 節）な どの分析 を通 して ， 日本の 近代化過程 に お け る文学部の 専門教育の 在

り方を解明 し， 現代の 文学部が抱え る問題群の 淵源を探る。 また本論文は ， これ まで

ほ とん ど省み られ る こ との なか っ た文学部に 焦点を据え る こ とに よ っ て ， わ が国の高

等教育研究 に抜 け落 ちて きた 隠れ た領域を抉 りだ し， また そ こか ら高等教育 シ ス テ ム

の 全体像を逆照射す る試みで もある。

　な お ， 紙幅の 関係上 ， 分析対象は明治初期か ら旧大学令 （大正 7 年） まで の 東京 ・

京都両帝大の 文学部及び文科大学 に 限定 し，私立 セ ク タ ーに つ い て は折 に触 れて 言及

す るに と どめ た い  
。

2． 高等教育 シ ス テ ム にお け る文学部の構造

　 まず ， 明治 ・大正 期に お け る高等教育 シ ス テ ム の 中で ， 人文科学を担 う文学部が ど

の よ うな位置づ けを さ れ て い た の か を概観 して お きた い
。

　旧大学令以前 の み な らず戦前期 を通 じて ，官立 の 高等教育機関 （大学 ・専門学校）

に は ， 独立 した 「文学部」は，この 東京 ・京都両帝大以 外には設置 され る こ と はな か っ

た （東北 ・九州帝大 は法文学部を設 置）。 他の 官立大学 は ， す べ て 理 工 系を中心 と して

お り， 実学系に 偏重 して い た の で ある。
こ の 点は ， 明治以降の 国家と人文科学との 関

係を考え る上 で 重要 な ポ イ ン トで ある 。 しか も，文科大学の 卒業生 （明治 9年〜大正

7 年）は，東大 は 2，061人で 大学全体の 10．7％ ， また 京大 （332人）に 至 っ て は大学全体
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の 7．8％ に過 ぎなか っ たの で あ る （こ れ に対 し， 法科大学卒業生 は ， そ の 4 倍近 くに

上 っ た
。 東大　1986b， お よび 『文部省年報』各年度版）。 加えて

， 両者 と も全て の 学

生を正統的な ル ー トか ら リクル ー トで きたわ けで はなか っ た 。 東京帝大 の 文科大学で

は， 高等中学 ・高校か ら学生 は思 うよ うに集ま らず ， 他の 分科大学 で実施されて い た

進学 の ため の競争試験は な い ど こ ろか （東大　1986a， 428頁）， 学力検定試験 な どを

行 っ て 学生数 を満 た して い た の が 実情で あ っ た
。 東大 で す らこ の よ うな低迷状態 で

あ っ た か ら， 後発組の 京都帝大で は文科大学を新設す るの は 「不急の 業で あ る との 議

論」（京大　1956， 6頁）が相次 ぎ ， その 整備はな かな か進 まず ， 実際に ， 旧制高校卒

業生で は学生数が充足で きず ， 高等師範卒業生を受 け入れ ， 中等教員の 再教育機関の

様相 も呈す る こ と とな っ だ 51
。

　以 上の 事実 は ，
い か に国家が人文科学 を軽視 して い たか の 証左 で もあ る 。 で は ， 文

学 とい うセ ク シ ョ ン が公私立に委ね られ て い たか とい えば ， 決 して そ うで は な い
。 明

治 ・大正 期に お い て ， 公立の 専門学校 ・大学に は ， 「文学部」は皆無で あ っ た
。

また私

立セ ク ターの 「文学」系の 学校機関は，実学 と して の （英）語学，女子の 教養と して

の 家政学 ， 神父 ・牧師養成 の た め の 神学 ， などの 分野に 特化 した機関が そ の 大多数を

占め ， そ う した学校群の 中で ， 明治 20年代か ら曲が りな りに も総合的な 「文学」 教育

に 関 して
一

定以上の 水準を維持 し， 明治36年に 専門学校 と して 認可 さ れた の は，東京

専門学校 （早稲田大学）， 哲学館 （東洋大学）， 國學院め 3校程度に過 ぎな か っ た の で

ある。 しか も， その 卒業生 の数 は ， 他 の学科に 比 べ れ ば ， 微々 た る もの で あ っ た 。

　以上の よ うに ，わが国の 近代化 の 過程に おい て は ， 文学部は ， 官立で は東京 ・京都

の 両帝 大，私立専門学校で は ご く限 られ た 数校 に しか設置 され て い な か っ た の で あ

る。 しか し，
こ の よ うに ， 近代 日本の 文学部が 国家，社会双方か ら軽視 されて きた状

況は ， 西欧各国と比較 して も異様な在 り方だ っ たと言わな ければな らな い
。 潮木が指

摘 して い る よ うに ， 「1900〜60年まで の 間に ， 各国の 高等教育人囗 の 総量 （に関 して ），

……最 も高い増加を示 した の は ， 全て の 国に お い て ，人文科学 だ っ た」 の に対 して ，

わが国の 近代化過程 に お け る 「高等教育機関の 発展 は，ひ とえ に社会科学系統 の みが

とび抜けて 独走す る とい う， 西欧的な 発展 の 形 と は著 しく偏奇 した 形態 を と っ て 今日

に 至 っ て 」 （潮木　1973） お り， 逆 に 人文科学は ，

一
貫 して 軽視され て きたの で あ る

（天野　 1995）。

　 こ うした 背景の 理 由と して は ， 急速な富国強兵を推進 したわが国の 近代化の 過程で

は ， その 「後発効果」 と して ，「国家ノ 須要」 な 「実学」 （法学 ・工 学な ど ）を偏重す

る風潮が立 身出世主義や地方中産階級の 子弟の 「教養」 と結び っ く形で （特に 法学系
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私立）， 青年の 間 に風靡 して い たか らで あ る （天野　1989）。 また そ う した志向は旧来

の 和漢学を否定 ・排除す るの み な らず，西欧の 人文学系 の 学問を も軽んず る方向に 働

い た と考え られ る （松宮　1992）。

　で は ，
こ うした人文科学軽視の 風潮の 中で

， 帝大の 文学部は
，

い か な る理念の 下 に

創設され ，
そ れが研究

一
教育面で ど う具現化され ， また変容せ ざ るを得な か っ た の か 。

次章で は ， 帝大文学部の 理 念 ・学科組織 ・カ リキ ュ ラ ム に焦点 を当て，時代 とと もに

揺れ 動 く文学部の 在 り方 と現実的な対応 に つ い て 考察す る。

3． 文科大学にお ける研究と教育

（1） 日本的 「哲学部」 と本邦古来の 諸学の 復興

　わが 国の 高等教育機関に お い て ， 「文科」 の 名称 が初め て登 場す るの は明治 3年の

「大学規則」 に お い て で あ る
。 明治初年か らの 実学に偏重 した政府の 教育政策の 中で ，

「学科」の
一

っ と して 加え られた こ とは大 きな意義を持 っ て い る。 ただ し， こ の 規則 に

よ る大学制度 は ， 和 ・漢 ・洋学三 者の 熾烈 な ヘ ゲ モ ニ ー闘争の 中で実現す るこ とはな

く， そ の 後 の 「学制」 （5 年）の 大学規定で は ， 文学の 名は削除され て しま っ て い る。

翌 6 年の 「学制追加」 に 「文学」 は復活す る もの の
， そ の 後の 専門教育機関 と して の

東京大学の 方向を決定 した と され る 「学制二 編追加」（6 年）に は ， 外国語 に よ っ て 教

授す る高尚な る専門学校 と して 「文学」は明記 されず ， （東京）開成学校 に 「文学科」

は設置 され なか っ たの で あ る。

　「文学」が初め て高等教育機関 に組 み込 まれ るの は ，明治 10年，東京大学 の 法文理学

部が創設 され る まで 待 たな くて はな らな か っ た
。

そ れ は同学部の 綜理に 就い た加藤弘

之 の力 に よ る とこ ろ が大 きか っ た。 加藤は ，
14年に は東京大学総理 ，23年 に 第 2 代帝

国大学総長 に 就任 し，
一

貫 して 草創期の 東京大学
一
帝国大学の 内部的指導者の 立場に

あ り，10年代の 「東京大学 は加藤の 大学」 とまで 称 され た （三 宅　 1950）。 彼 は ， 第
一

科に史学科 ， 哲学及 び政治学科，第二 科に 和漢文学科を有す る文学部を創設 し， 15年

に は古典講習科を本科に 付設 した の で ある。

　文学部を設置 した加藤の 目的は二 つ あ っ た。

一
っ に は，「文学部中特 二 和漢文 ノ

ー
科

ヲ加 フ ル 所以 ハ 目今 ノ 勢斯文幾 ン ト寥 々晨星 ノ如 ク今之 ヲ大学 ノ科目中二 置カ サ レ ハ

到 底永久維持 ス ヘ カ ラ サ ル ノ ミナ ラ ス 自 ラ 日本学士 ト称 ス ル 者 ノ 唯 リ英文 ニ ノ ミ通 シ

テ 国文 二 茫乎 タ ル ア ラ ハ 真 二 文運 ノ 精英 ヲ収 ム 可 カ ラサ レ ハ ナ リ」 （東京帝大　1932
，

473頁）と， 苟 も日本の 大学 に 自国の 文学に 通 じた者 を養 成 しな い こ とな ど考え られ な

い と して ， まさ に 国家中枢の 教育機関の 文学部 こ そ 本邦古来の 諸学を再興 ・存続 させ
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国学及び漢学の 後継者養成の 義務が あ る とす る ナ シ ョ ナ リス テ ィ ッ クな学問観に裏打

ちされ た もの だ っ た （寺崎　1972）。

　 しか しその 一方で ， 加藤に と っ て の 大学 は，「理論高尚 ノ
ー

辺 二 泥 マ ス 実用浅近 ノー

辺 二 失 セ サ ル ヲ 旨 ト （実学 と虚学 とを統合）」（東京帝大　 1932，473頁）す る ドイ ッ の

近代大学に象徴され る 「諸学全備」 の 組織体で なけれ ば な らなか っ た
。 近代大学は ，

新人文主義的な フ ン ボ ル ト的理念 一職業教育と は切 り離さ れた 「学問の 純粋理 念」
一

を標榜 し． そ の下 で，法 ・神 ・医学部 と同等の 地位 に昇格 した哲学部が ， す べ て の学

問に 共通す る哲学的 ・言語学的基盤 を提供 しそれ らを統合す る もの と して ， 中核的な

位置を 占あ る べ きもの と措定され て い た （Ringer 訳書　199豆，1996）。 した が っ て ，

加藤は ， 文学部を こ の 哲学部に 擬 し，「真理其物の 為に 真理其物を研究す る学問 と も云

ふ べ きもの に して決 して 実用を以 て 目的とす る もの に あ らざ る」（加藤　1990）「哲学」

（政治学 ・史学を含む） に学問の 総合性 に立 脚 した指導原理 を求 めた の で ある　（二 見

1966）
〔6｝

。
そ して

， 加藤の 言葉を借 りるな ら， 啓蒙的な 「学者」の 養成を 目指 したの で

あ る。

　 しか し， こ うした加藤の 目論見が 首尾 よ く運 ん だ わ けで は勿論な い
。 12年 に は 史学

科 は学生 ・教官 と もに 人材を欠い て い る とい う理 由で廃止 ， 18年に は ドイ ツ で は哲学

部内に 置か れ て い た 「政治学及理 財学科 （14年 に哲学科 と分離 ・独立）」も法科大学へ

と移管されて しま う。 加え て ， 自由民権運動 との 関連で 哲学 的思弁 を警戒す る文部省

か らは ， 「哲学」の カ リキ ュ ラ ム に横槍が入 り，「独 リ純正哲学 ノ ミヲ講」ず る こ とが

あ っ て は な らず ， 「主 ト シ テカ ヲ道義及心理学等 二 用 ヒ
， 純正哲学 ノ 如キ ハ 其概要 二 止

メ 候事」と加藤に言質を と りっ け る な ど （東大　1984a，456− 7 頁）， 政府当局 と して は

文学部を あ くまで も実用主 義的な枠組 み の 中に 位置づ け，哲学 （科）自体を他学部共

通の 学問的基礎とす る こ とはな か っ た
。

こ う して ， 帝国大学に 改組 され る まで に ， 結

局， 哲学科は 9 名， 和漢文学科に 至 っ て は 2 名の 卒業生を輩出した にす ぎず ， 両学科

と もに，本来 の 教育目的を十全 に果 た したわ けで は ない （た だ し，古典講習科 は数十

名の 修了者を出 し， そ の 後 の 和漢学 の 大家 を輩 出 した）。

　ただ ，
こ こ で な に よ り重要 な の は ， 加藤が 文学部 に 「和 ・漢」 と 「洋」 とい う相反

す る理念を持 ち込み， そ うした学科 を併存 させ た とい う こ とで あ る 。 それ は ， 明治初

年か らくすぶ り続 けて きた大学内の 和 ・漢 ・洋三 者の 確執に 対す る加藤な りの 配慮の

結果だ っ た と言 うべ きで あろ うが ，異質 な理 念 に基づ く学科の 併存は ， 20年代以 降の

文科大学 の 発展 に大 きな桎梏 とな っ て い くの で ある 。
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  　帝国大学令下の 文科大学

　 さて ， 19年 に は帝国大学令 （勅令第三 号）が制定 ， 「帝国大学 ハ 国家 ノ 須要 二 応 ス ル

学術技芸 ヲ教授 シ 及其蘊奥 ヲ攷究 ス ル ヲ以テ 目的 トス 」 （第
一

条） と して ， 「大学が単

な る理 論の 為の 理論の 教授に止 ま らず ， 実際的要求に 応ず べ き使命を有する こ と……

即 ちそ の 研究 も教授 も国家か ら遊離 した もの で な く， 国家の 為に役立っ もの で な くて

は な らない 」（大久保　 1943）と，そ の 性格が規定 され た 。 文学部 も文科大学 と して 改

組され ， 哲学科 ・和文学科 （22年 に国文学科）・漢文学科 ・博言学科 が 設置 ， 翌 20年 に

史学科 ・英文学科 ・独逸文学科 ， 22年 に は国史学科 ， 23年に は仏蘭西文学科が増設 ，

合計 9 学科の 研究一教育体制が整備 さ れて い く （37年 まで ）。 また 26年 に は ， 教授集団

の 専攻分野 を局限 ・深化 させ 研究と教育に責任を課す講座制の 導入に 伴 い ，合計 20講

座 の 研究 ユ ニ
ッ トが設置 され る こ とと な っ た （東大　1986a，420頁）。

　 こ う して ， 文科大学 は 20年代か ら30年代半 ば に か けて ，
10年代 の よ うな不安定な形

態 を脱 し
， 本邦古来の 国学系 （国文 ・国史な ど）と漢学系 （漢文 ・東洋史な ど）， ドイ

ツ 哲学部の 形態を模 し純粋哲学の 他に心理学 ・社会学 ・教育学 ・美学な どを包摂す る

哲学系 ， さ らに西洋文学系 の 4 系統 の 学科 ・講座が急速 に開設 ・整備 され て い き ， 現

在の 文学部の ほ ぼ 原型 を形成す るに至 る 。

　 さて ， それぞ れ の学科が ，研究面に おい て どれ ほ ど国家の 「実際的要求」 に応え て

い たの か は ， 学問分野 ごとの さ らな る精査が必要で はあ るが ， 国学系 は当時の 「国粋

尊重の 風潮」 を背景 に皇国護持 の理論的支柱 として （東京帝大　 1942，188頁）， また

漢学系 は ア ジ ア の 植民地経営の た め の エ リア ・ス タデ ィ と して の 役割が 期待され た

（東大　1986a
，
628頁）。 哲学系統 も， 加藤 の み な らず 当時の 帝大関係者に 共有され て

い た 「万般 ノ学理 ヲ統
一 ス ル 重要 ノ学術」（渡邊　1888）とい う認識を踏襲 した もの で

あ る。 西洋文学系に 関 して は ， そ の 設置理 由は必ず し も明 らか で は な い が ， 語学 と西

洋文明を紹介す る とい う啓蒙的な役割が求め られ た とい え よ う。
しか しなが ら

， 学問

（パ ラ ダイ ム ） よ り も制度の 移植が 先導 され た た め （中山　 1974），法学系以 外の 多様

な学問分野が一挙に文科大学に放 り込 まれ た とい う感 は否め な い
。 それ は ， 哲学の 意

味が拡大解釈 され ， 哲学科が ほ とん ど脈絡の な い 分野を包括 して い くプ ロ セ ス に顕著

に表れて い る 。 当の ドイ ッ で は， 19世紀後半に は，哲学部 の各 デ ィ シ プ リ ン は独立化

傾 向に あ り， 諸学統
一

の理 念 も形骸化 して い た か ら （別府　 1975， 関　 1994，1995），

こ の哲学科の 方向は ， ある意味で 時代錯誤的だ っ た と も言え る 。 しか も， 各学科は 学

問の 制度化の 必然 と して ， また学問の 蘊奥を極め る とい う錦の 御旗の 下 に， それ ぞれ

専門的研究 へ の 傾斜 を強め
， 各学科間 の 壁 は次第に厚 くな っ て い くの で あ る。 しか も，
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30年代半ばに 至 るまで ， 教授集団 の 出自 ・世代 ・教育背景な どは極め て 多様で あり，

和 ・ 漢 ・ 洋の 確執が根深 く続い て い た （橋本　1995）。 こ う した混沌 と した状況 を統括

す る責を負 っ て い た の が 文科大学長で あ っ た が ，漢字廃止論者 と して 知 られ た初代外

山正 一一
（30年 まで 。 外山　1909）は ， 国学 ・漢学の 教授陣 とは絶えず衝突 して 古典講

習科 の 卒業生を罵倒 し （三 上　1991
， 31 頁）， 第 2 代の 井上哲次郎 （M31 〜 37）も， 主

に 哲学科の 充実に 努め た もの の
， 他 の 学科の 整 備 は ほ とん ど顧み な か っ た （三 上

1991，123頁 。 井上 　1973）。 した が っ て ，研究面で は，組織的に は と もすれば学科 ご

とに バ ラ バ ラ に な る可能性を孕ん で い た の で あ り， また内容的に
一

個 の学 問領域 とす

るに は余 りに統
一一一A

性 を欠い て い た の で あ る。

　ま た教 育面 で は，発足 当初 に は官僚養成 を目的 と した 法科大 学の よ うに （中山

1978），政府一文部省が文科大学を 中等教員養成を主眼 とす る ， よ り社会的 レ リバ ン ス

の 強い 実用的機関 とする方向が なか っ た わ けで はな い （寺崎他　1991）。 しか しそ う し

た 方向は す ぐに 放棄 され ， 現実的 に は帝国大学令の 下で 専門分野の 蘊奥を極 めた研究

者養成が最大 の 目的 とな っ て い く。 そ れ は， 10年代 の 加藤の 夢想す る 「学者」養成の

理念が よ り現実的な形を整え て きた と も言 え る。 しか し， 10年代か ら20年代前半の 卒

業生の 多 くは ， 高等教育機関で の 研究職を約束され ， 特に 文科大学の 邦人教授の 第 2

世代を 形成 した が （橋本　1995）， 20年代後半か らは ， 専門的研究者 と して の 市場は早

くも狭隘化 して い き，卒業後 そ うした ポ ス トに就 くこ とが 出来 る者 はほ とん どい な く

な る
〔7］

。 ま た ， 学生は ， 入学時に専門学科を選択 しな くて はな らず ， 3 年間の 授業は ，

その 学科ごとに 縦割 りに 綿密に決 め られ ， 他学科の 自由な聴講は事実上不可能で ある

な ど ，

一・種の 囲い込 みが進ん で い き， ます ますそ の専門的知識 が生 かせ る場 は限 られ

て い っ たの で あ る。 しか し， 大学 や学科側が ， そ うした状況 に対応 して卒業生 の適切

な社会的配分を考慮 して い た わ けで はな か っ た。

　 こ う して ， 20年代後半以降， 文科大学は研究一教育体制を整備 して い くが， 同時に

それ は研究組織や学問内容 と して は細分化 ・専 門化 し， また研究者養成 とい う教育目

的が就職市場 と不協和音を生 じて い く過 程で もあ っ た の で あ る。

  　明治 37年の 大改革

　 しか し， こ う した研究 ・教育体制 を変革す る動 きが な か っ た わ けで はな い 。 37年 に

断行され た改革 は ， 多様な学科 に 分化 した 研究組織を統合 し教育面で も社会的 レ リバ

ン ス を重視す る方向を打 ち出す な ど，そ れ まで の 文科大学の 在 り方 に 大 きな メ ス を入

れ る もの だ っ た 。 すな わ ち ， これ まで 9 学科に 分か れ て い た もの を哲 ・史 ・文の 3 大
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学科に再編 ・統合 し， 従来 の学年制に よ る固定的な カ リキ ュ ラ ム や在学期間の 制限を

廃止 して ，学生の 自由選択 に よ る単位制へ と移行させ ， 外国語 2 力国語の 試験合格を

卒業試験受験資格と した の で ある
。

　研究面 で は ， 諸学科を統合す る とと もに新た な学科増設の 道 を開き，教育面で は学

生を 「
一
個の 紳士 と して 遇す」 （「教育時論』　1904）と しなが ら も， 過酷な外国語試験

を卒業要件 と した 点で ， 「ドイ ッ 大学 の 制 度 に 則 っ た もの で 頗 る 自由」（東京帝 大

1942
，
191頁）で ラ デ ィ カ ル な改革で あ っ た 。 こ の大改革 を推進 したの は ， 同年井上哲

次郎の 後を襲 っ た 第 3 代学長坪井九馬三 で あ る （東京帝大　1942
，
199頁）。 坪井は ，

ベ ル リン大学な どで の ドイ ッ 留学 か ら帰国後史学科の 教授 の地位 に あ っ たが ， 自 らが

在籍 ・体験 した 占典的哲学 部 と聴講生制度 に 強 い思 い 入れが あ っ た もの と考 え られ

る 。 同時 に ， 学長就任早々 「文学 は琴書 に 等 しく候事，語学の 修養 こ そ遙かに 必用 に

御座候」とい う訓戒 を張 り出 した こ とか ら も推察され る よ うに （XY 生 1905），研究

ポ ス ト が 閉塞 しつ つ ある状況 に あ っ て ， 語学能力を就職の 際の 付加価値と捉え ， 実用

的な語学教育 を重視 した と言え る 。 そ して ， 彼は ，
30年代前半 に起 こ っ た 教授集団の

世代交代 を背景 と して この 改革 を断行 した の で あ る （橋本　1995）。 た だ し，
こ の 文科

大学の 改革が ， 同時期の 京大法科 大学に お ける ドイ ッ 式カ リキ ュ ラ ム の 改革 ・実験

（潮木　1984）と， ど う絡み合 っ て い たの か は残念な が ら不明で あ る 。

　 しか し， た とえば史学科は ， 国史 ， 東洋史， 西洋史 とい っ た こ れ まで の和 ・漢 ・洋

に 分裂 して い た 分野 を包括 しな くて は な らな い な ど ， この 改革 は組織的に は もと もと

無理 な側面が あ り， 統合 とはい っ て もど れ ほ ど の 効果が あ っ た の か は 疑わ しい
。 また

学生の なか に は専攻 を決定 しない まま修学年限の 延長 を繰 り返 した り，過酷 な語学試

験 に よ っ て 何度も落第す る者が続出す るな どの 弊害が顕 にな っ て きた 。 その 結果 ， 43

年 9 月に は，早 くも再改正を余儀な くされ ， 専修学科は 2 年の 初めまで に 決定 ， 外国

語の 履修要件は 2 年間に短縮， さ らに そ の 試験 は学科に よ っ て は 1 力 国語で も良い と

す るなど ， 専門研 究重視へ の 揺 り戻 しと外国語の 負担軽減 が図 られ た の で あ る 。 また

坪井 も，外国語試験に 落第 した学生 が 自殺す るな どの 事件が起 こ り， そ の 対処 の 不手

際に対す る内外の 批判が高まり （『東京朝日』　1911）， 学長退任 （45年）の 契機 とな っ

た。
こ うして

， 学問分野統合の 実験 と社会的 レ リバ ン ス 重視の 教育を 目指 した ドイ ッ

式大改革 は失敗 に 終わ り， そ の 後文科大学 は ， ます ます専門分化が加 速化 され，学科

毎 の 縦割 りの カ リキ ュ ラ ム が 強化 さ れ る こ ととな っ た の で あ る
。

そ して 大正 8蕉，文

学部 に 改組 され た折 に ，
っ い に哲

・史 ・文の 3学科体制 は崩壊 し， 19学科 が乱立す る

こ と とな る （戦後 ， 再び統合
・
分裂が繰り返 され る）。
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　さて ， こ う して み る と， 30年代後半は ， 文科大学の み な らず帝国大学の 研究一教育

に お け る自己改革の 時期に当た っ て い た とい っ て よ い 。 そ うした なか，京都帝大 に文

科大学が新設 され る。 京大は，い か な る シ ス テ ム を採用 したの か 。

（4） 京都帝大の 創立

　京大文科の 基礎を築 い た初代学長 は，
一

高校長か ら抜擢 され た狩野亨吉で あ るが，

唯物論的合理 主義者 （高橋　 1993）で あ り，哲学者 に対す る根本的不信を抱 き （久野

1947）， 漱石 に は 「文学亡国論者」 と言われ た狩野 （阿倍　1958）が ，文学部の 研究に

どれ ほ どの 役割 を期待 し， また どの よ うな教育理 念を も っ て い た の か は残念な が ら定

か で は な い 。 しか し，少 な くと も初代総長の 木下広次以来打 ち出された研究中心主 義

とい う特色を文科大学 も踏襲 し， また実際にそれを カ リキ ュ ラ ム に も具現化 しよ うと

した こ とは確かで あ る 。
っ まり， 哲 ・史 ・文と い う東大の 統合的な 3 学科制は踏襲 し

っ っ も，研究面 で は ， 内藤湖南な ど在野か らの教授登 用や ， 心理 学科 ・地理学の 独立

講座化， 東洋 （史）学の 重点化 ， 邦人教授の み に よ る西洋文学講座 の 開設な どを推進

し， また教育面で は哲 ・ 史 ・文それ ぞれ に属す る正科 目と副科 目を定め，学生に は正

科 目全部 に わ た っ て 普通講義 を必修 させ ， 更 に そ の 内の 1科 目を専攻科 目と して 選

択， そ の 特殊科 目と演習 を履修 させ る シ ス テ ム を構築 した。 また ， ほ とん どの 副科 目

は学生 の 自由聴講 に委ね られ，在学期間 も 6 年 まで と制限 され ， 学年制 こ そ採用 して

はい な か っ た が
，

1 年目は専攻 を決定す る こ とな く哲 ・史 ・文全般 に関す る普通科 目

を履修 する こ とが要求 され た 。 また ， 外国語 の 履修は ， 文学科で は一部必修とはな っ

て い た もの の ，全て 副科 目と して学生 の 自由聴講 に 委ね られ て い た 。
こ う して ， 語学

に 偏 した実用的な 教育を否定 し研究に 重点 を置 きなが らも， 学生 の 「研究が早 くか ら

専門に 偏す る傾向を是正」 （京大　1956
，

10頁）す る こ とを第
一

義 と したの で あ る 。

　狩野 が東大文科や京大法科の 改革をど う把握 して い た か は 明 らかで は な い 。 た だ，

同時期の 東大文科 の統合的な研究組織 と自由聴講制を導入 しつ っ も， あ ま りに ラデ ィ

カ ル な た め に破綻 しっ っ あ っ た 東大方式を一
部修正 し，現実的な適合を試み た こ とは

確か で あ る 。 狩野 は，東大 とは異な る特色 を出そ うとす る あま り， 文部省 と衝突 ， 病

気を理 由に 在職 3年 に して 隠退 す るが，戦後に 至 る まで 狩野が 構築 した シ ス テ ム は引

き継が れて い く。 こ の よ うに，京大方式が あ る意味で 成功裏 の 内に 定着 した の は ， 教

授集団の 大半が 東大文科卒業の 学士 で あり，身分的に も均質で あ っ た と同時に ， 和 ・

漢 ・洋の 因習的な確執か らも自由で あ っ た こ とが， そ の 理 由の
一

っ と して あげ られ る

（橋本　 1995）。
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　しか し， そ の 成功は研究面 に限 られ て い た と言 っ て よい
。 卒業後の 研究 ポ ス トが充

分に保障されて い た わけで はない こ とは東大文科の 状況 と何 らか わ りな く， 自由な研

究重視 とい うモ ッ トー も， 無責任 な教育放任主義に堕す危険性 を孕ん で い た と言 うべ

きで あ る 。

　こ うして ， 文学部 は近代化の 過程に お い て ， 明治以前か らの 学問的伝統の 継承 とそ

の確執， 哲学 （部）理念の 移植 と破綻 ， 学科組織の 統合 と分裂の 緊張 ， 研究中心主義

へ の 傾斜 とポ ス トの 不足 ， 教育の社会的 レ リバ ン ス 重視 とそ の失敗， な どその 設立当

初か ら， 理 念 と現実の 間で 揺れ て きた の で ある 。 で は ， こ う した研究一教育体制 は，

どの よ うな 志向を持 っ た学生 に受容 され ， また彼 らは い かな る エ
ー

ト ス を内面化 して

い っ た の か ， 研究者の ポ ス トが閉塞化する中で 彼 らはど う社会的に 配分 さ れ ， また ど

の よ うな役割を果た して い っ た の か 。 次節で は ，
こ れ らの 点を中心 に考察す る 。

4． 社会的配分

（1） 学生の エ
ー トス

　明治 20年代半 ば ， 東京専門学校文学科の 関係者か らは ， 「小生従来切 りに 同校 （東大

文科） の学生の 気風 に 目を つ け ， そ も何を目途 と して学問を為 し居 るか と考へ 候処 ，

心 の 底はい ざ知 らず兎 に角打見た る所に て は別段是 と言ひて 確定 した る望み とて は無

之様子に御座候 。 まづ まつ卒業 して 学士号を得て 扨云 々 せん と言ふ が さ しあた りて の

目的 ら し く相見え 申候」（南山生　1891）と揶揄 され た よ うに，文学部が立身 出世に は

関心 が薄い 青年層 を吸収 し， 特 に 明治30年代後半に は ， 法科万能主義が 風靡 して い く

中で ， 日露戦争後に登場 した と言われ る文学や哲学に沈潜する煩悶青年 （Kinmonth

訳書　1995）の 多数を収容 して い っ た こ とは想像に 難 くない
。 大正半ば ， 三高か ら東

大文科 に進学 した学生 は ， その 進学理 由を，こ う回想 して い る 。 「今や如是閑や雷夢の

影響で か な り心の 決 ま っ た思想青年 ， 文学青年に な っ て い た 。 で ， 『人生如何 に生 くべ

きか』 と い うよ うな問題で 年中煩悶 して い た。

…… こ うな っ て は， もはや 官界や実業

界 に 出て成功 しよ うな ど とは思え な くな っ た。 考え た末， 帝国大学の 文学部 とい うこ

とに決 め た」 （本 田　 1970， 100− 1頁）。

　 こ うした立身出世主義に距離を置く学生 らの 志向は
， 人気が ない が た め に実現 した

小人数の 研究室を単位 とす る 「私塾的」 （京大　1956， 643頁） な教授
一

学生 関係 を通

し
c8）
，教授 らの 文人的な気風 と相ま っ て （橋本　1995）， 研究を主体 とす る一種独特の

エ ー ト ス へ と止揚 され て い く。

　「当時 （大正初期）の 学生 は学問を研究せ ん とす る志に 燃えて 入学 して い て
……就職
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の 為の 職業 を求め る手段 と して入学 した と謂 う様な考は殆 ど無 く……卒業生 は中等学

校の教員の 資格の 免許状取得 が出来たが ， 資格 が あ りなが ら申請せ ぬ者 もあ り， 往 々

中学校教員 に は決 して 従事せ ぬ と傲語 す る者す らあ っ た」（京大　1956， 466−7 頁）， あ

る い は，「（大正の 半ば）就職 とい うこ とは 第
一

の 問題 で は なか っ た……何 とか勉強を

っ づ けて 行 こ うと い うの が
一

般の 気風で あ っ たよ うに 思 い 返 され る 。

……一
種 の 哲学

熱が 一方に あ っ た とい うこ ともわ りに就職の 問題に対 して 吾々 を無頓着に させ て い た

の か も知れ な い」（京大　1956， 516−7 頁）， な どの 卒業生の 回顧 か らも垣間み られ る よ

うに ，文学部 は教職 な どの 職業教育 と は無縁 の学 問を研究 す る場 で あ り，生涯 に わ

た っ て 「研究 する」態度の 受容が そ の 教育の 第
一

義だ とす る意識が 形成 され て い っ た

の で あ る。

　そ の結果 ， 文学部の 卒業生 は ， どの よ うな職業に就 こ うと も， 「研究」が その 生活 の

根底を支 え る基盤 とな っ て い た と言 える 。 「私 自身 と して は平素そ の 精力を挙 げて 日

本仏教史の 研究に 従 っ て い るわ けで すが ， 未 だ これ と い ふ 進境 は な い （文部省宗教

局）」 （東京帝大文学部　 1929，98頁）。 「専攻の 学を こ つ こ つ と続 けて い る とい ふ だ け

で ， 別 に変わ っ た こ とも無之候 （浦和高校）」（東京帝大文学部　1931
，
115頁）， 「拝啓

卒業後唯教職に従事致すの み に て 格別 の研究 も遂 げず残念 に存 じ居 り候 （愛知津 島中

学）」（東京帝大文学部　 1929
，
52頁）， 「……当地 へ 転勤致 し法律の適用に忙殺せ られ

て 文学研究の 余 暇 な く閉口 致 し居 り候 （朝鮮群 山府裁判所判事）」 （東京帝大文学部

1929， 60頁）とい っ た卒業生 の近況 報告か らは ， 「研究の ための パ ン」 とい っ た共通 し

た意識が 看取で きる の で ある 。

　で は ，
こ う した エ ー ト ス を内面化させ た学生 は，卒業後，具体的に は どの よ うな進

路 を取 り， また い か な る役割 を果た した の だ ろ うか 。

  　社会的配分 と役割

　まず，文学部の 当年度卒業生 の 進路先 とその 変化と して は ， 東大の 場合 （『文部省年

報』各年度版お よ び ， 東大　 1985），明治 20年代前半 に
一

定数存在 した 「行政官吏」や

「大学講師」が 30年代以降はほ とん どい な くな る こ と， ま たそれぞ れ の 割合に多少の 変

動 は あ る もの の ， 「学校教員」 （4割） と 「学生」 （3割 ：大学院生 ・研究生 ・他分科大

学学生 な ど）およ び 「未定者」 （2 割）の 3 カ テ ゴ リーに大別 され る こ とな どが 指摘で

きる 。

　た だ し， 以 上 の デ
ー タで は学校教員の 内訳や大学院生 な ど の 就職先が 不 明な た め ，

文学部卒業生の 社会的配 分の 全体像が把握 で きな い 。 そ こ で ，東大で は 『東大文学部

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 101

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



The Japan Society of Educational Sociology

NII-Electronic Library Service

The 　Japan 　Soolety 　of 　Eduoatlonal 　Soolology

学友会会員名簿』（東京帝大文学部　 1928）を利用 して ， 明治 19年 か ら大正 7 年 まで の

全卒業生 （2，014人）の 就業状況 （大正末現在 ＝ ほぼ大学院生が就職 した時点）を分析

して み る と， 死亡者 （313人）を除 けば ， 最 も多い の が中等教員で あ り （29．8％ ：ただ

し，そ の ほぼ 4割は校長職），続い て 旧制高校教員 （19。6％），不明者 （12．2％），帝大 ・

官立大学教員 （9．7％）， 私立大学教員 （6．5％），官公庁 （4．1％），官公立専門学校教

員 （3．5％ ）とな っ て い る。 したが っ て ， 全体の うち 7割 5分が学校関係者で あ り， 官

公庁，銀行会社員 （2．7％）な どは極 め て少 ない こ とがわかる 。 また京大の場合 ， 『学

士会名簿」 （大正 16年度版）を分析す ると ， 明治42年か ら大正 7 年まで の 全卒業生330

人 の うち ， 不 明
・
死 亡 な ど を 除 く 178 人 の 就職 先 は，中等 教員 （17．496）， 不 明

（16．3％ ）， 旧制高校教員 （13．5％ ）， 官公立専門学校教員 （10．7箔）， 帝大 ・官立 大学

教員 （5．6％ ）な ど と続 い て い る
〔9）

。

　 こ う して み ると，両帝大 に多少の差 は ある もの の ，卒業者の 全て が 専門的研究者で

あ る大学教員な どに 就い て い たわ けで は もち ろん な く， それ 以外の 進路と して 中等教

員 と旧制高校教員が そ の 半数を 占めて い た こ とが わ か る 。 た だ し， 当時の 中等教員全

体か ら見れ ば
， 文学部卒業生 の 比率 は，数 パ ー

セ ン トに過 ぎず，極 め て 限 られ て い

た゜％ その
一

方で ， 旧制高校に関 して は，そ の 校長 ・教授全体の 実に 6割近 くを帝大文

科出身者 が 占め て い たの で ある｛ID
。 したが っ て ， 両帝大の 文科大学は ， 大学 レ ベ ル の 研

究者養成 とい う側面は当然 と して も， 旧制高校で の 教養主義的な教育 に果 た した役割

は極め て大 きか っ た と言わ なけれ ばな らな い 。 また ，戦前期の 教育 シ ス テ ム に お け る

初
・
中等段階で の 「教育」（顕教）と高校以 上 の 「学問」研究 （密教）とい う二 面性を

考え あわせ れば （寺崎　1988）， 前項で 見たよ うな文学部卒業生の 「研究」す る とい う

エ ー ト ス は
， 中等 レ ベ ル で の教職よ りも，旧制高校に お いて こ そ最 も効果的に 発現 し

た と言 え る 。

　た だ し， 旧制高校 は，本来 ， 人文科学を主体 とす る教養教育機関 と して で はな く，

偏に 中等教育と帝大の 外国語教育の ギ ャ ッ プ を埋 め る べ く設置 され た の で あ り，「全

くの 外国語学校」（中川　1977） と さえ形容 され た機関で あ っ た 。 文学部の 卒業生は ，

こ の 機関に主 に語学 な どの教官 と して 赴 い たが，彼 らは 「語学を教え る た め とい うよ

りは，（高校生に ）人間の 大 きさや人生の な ん た るか を学ばせ ，それ を通 じて 学問の や

り方に 目を 向けさせ」 （河北新報社編　 1977）， 原書講読を通 じて 西欧の 哲学 ・思想 ・

文化 ・文学 を教授 したの で ある 。 そ して 高校生 は ， そ れ らを コ ア と して エ リ
ー

トの 学

校文化 た る教養主義 を形成 して い っ たの で ある （寺崎　1993， 橋本　1990）。 さ らに っ

け加え る とする な ら， 官学 セ ク タ
ー

に おけ る高等教育 は ， 高校で の 人文科学偏重 と大
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学で の 「実学」重視 とい う点で ， 期せ ず して 巧妙な バ ラ ン ス が 保た れて い た と言え る

の で ある。

5． おわ りに一まとめと今後の課題一

　以上 ， わが 国の 近代化過程 に お け る文学部に つ い て ， そ の 研究一教育の 在り方を軸

に，考察を進めて きた 。 分析対象 を明治か ら大正半 ば まで の 帝大文学部 とい う官立セ

ク ターに限定 し， また個 々 の 学問分野に関 して もイ ン ターナ ル な分析を行 っ て い るわ

けで はな い が ， 従来の 高等教育 （史）研究で はほ とん ど看過 され て きた文学部に関 し

て ，
い くっ か の 新た な知見が得 られ た 。 す なわ ち ， わ が国の 近代化の 過 程で は，官立 ・

私立 と もに文学部を有す る機関 は極あ て 限 られ て お り， 国家 ・社会 の 双方か ら軽視 さ

れ て きた こ と，帝大文学部 はそ の 設立当初か ら本邦古来の 諸学復興 と ドイ ッ 哲学部 の

模倣とい う和 ・漢 ・洋の 相反する志向を抱え た曖昧な組織体で あ り，
そ の た め学問の

制度化 とと もに学科相互 の 壁が厚 くな り 「人文科学」 と一一括 りに はで きな い 学問領域

が 出来 した こ と， ま た帝国大学令下で 研究者養成 を最大 目的 としっ っ も市場 との 関連

で そ の 教育 目的 はす ぐに行 き詰 ま っ た こ と ， そ う した研究
一

教育の 閉塞状況に 対処す

るた め学科組織の 統合や 語学重視の カ リキ ュ ラ ム 改革 が断行 さ れ たが，結局失敗 に 終

わ り， 学科毎に研究へ の 傾斜が ますます加速化された こ と， しか しそ の 一方で 文学部

は立身出世 と は無縁 の少数派の 文学 ・哲学青年を吸収 し， 文人的な教授に よ る小人数

教育を通 じて ， 生涯 にわ た り 「研究す る」 とい う エ
ー

トス が形成された こ と， また そ

れ は 旧制高校 で 効果的に発現 し，文学部 の 卒業生 がそ の 教員 と して教養主義教育 に果

た した役割は極め て大 きか っ た こ と， な どを解明 した
。

　 っ ま り， 逆説的に要約す るな ら， わが国の 近代化過程 に お ける文学部は ， 社会的需

要が少な く， か っ 高等教育 もエ リ
ー

ト段階 に止 ま っ て い たが故に ， 理 念や組織面で の

破綻 の危機 に常 に さ らされ っ っ も，そ の研究 と教育 は，教授 と学生 との親密 な関係 の

中で 巧 まず して 統合 され， 人文主義的教養の 創出 に重要 な役割を果た し得たの だ と換

言で きる 。 しか し，
こ の こ とは ， 裏返せ ば ， 高等教育が エ リー ト段階を脱 し大衆化が

進め ば進 む ほ ど，文学部 は そ う した教育
一

研究機能 を十全 に果た し得 な くな っ て い く

こ とを意味 して い る。

　実 際 ， 旧制高校 が 各地 に 続 々 と増設 さ れ文学部 に も大量 の 学生 が流入す る 昭和初

期 ， そ の研究
一

教育 の 在り方 は大 き く変容す る。 当時， 京大文学部に在学 した学生 は ，

こ う回顧 して い る。 「文学部 の 各学科 と も ， 昭和二 年頃か ら卒業生 が 激増 して い る。

……そ れ はた だ学生 が増 えた とい うだ けで な く， 今まで の 教授
一対学生一

，
二 とい う
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云 わば師匠 と弟子 とい う形か ら， もっ と量産的， 組織的な授業 へ の 推移を意味した。

……教授陣の 入れ替わ りもあずか っ て ， 研究室 の気風 も
一新された」 （京大　1956

，

519−20頁）。

　さ らに言 え ば ，
こ う した 傾向 は ， 戦後の マ ス 化過 程で ， ます ます拍車が か か っ て

い っ た は ずで あ る 。 国公 私立 を問わ ず多数 の 大学 に 文学部が設置 され て い くと と も

に ， 文人的な教授陣は 姿を消 し， また一般学生 （Ben −David訳書　1982）が大半を占

め る よ うに な っ て 文学 ・哲学青年は 1960年代以 降に は少数派 に な っ て しま う （渡辺

1985）。 こ うした趨勢に お い て は ， 旧来の 文学部の 機能 や役割 は ， もはや望 む べ くもな

い
。

つ ま り，現代 の文学部 は ，
エ リ

ー ト段階に お い て こ そ機能 し得 る統合的な研究一

教育体制を マ ス化 した高等教育の 中で ど う維持 ・ 再生 させ る の か とい うア ポ リ ア を孕

ん で い る と言え るの で ある 。

　 しか し，大正後期以降の 文学部の 変容を跡づ け ， 現代の 問題群の 処方に まで 敷延す

る こ とは ， す で に 本論文 の 当初の 目的を大 き く越えて い る。 したが っ て ， 今後 ， 以上

の 知見を踏 まえ ， 時系列的に は，高等教育機関の 拡張期に あ たる昭和戦前期， お よ び

戦後の マ ス 化過程 に お け る文学部の 機能 （特 に女子の 高学歴化 に 果た した役割）の 分

析が ， ま た横断 的に は国内の 官立
一

私立 セ ク ターの み な らず諸外国 との 比較 に お い

て ， わが国の 文学部の 特徴に 関す る考察が ， さ らに は文学部に お ける各学問分野の 知

識社会学的 あ る い は 科学社会学的な分析を通 じて ，人文主義的教養の 解明が進 め られ

な ければな らな い が，そ うした考察は他日を 期す る こ と と した い 。

〈注〉

｛1） ただ し
，

こ こ で 言 う 「実学」 とは，社会的有用性が ある とみ な され る学 問 とい う

　意味あ い で あ り，歴史的概念で あ る 「実学」 とは異 な る こ とに 注意 （源　1986）。

（2） 個 々 の 大学 白書に おける文学部 の 自己評価 に つ い て は、橋本 （1995）， 参照 。

（3） 『学士会名簿」（大正 9
， 昭和 5年度版）を利用 した文学部卒業生の キ ャ リア パ タ

ー

　 ン に っ い て は，山田 （1994）， 東大文学部の 成立過程に 関 して は ， 大川 （1993）を参

　照 。 また山内 （1995） は ， 文学者 の 考察か ら文学部に 言及 して い る 。

（4〕 私立 セ ク ター
に お け る卒業生の 社会的配分の 分析は ， 橋本 （1996）， 参照 。

（5） 東大 の 場合 ， 明治 30年 か ら大正 4 年 まで の 本科入学者の 内訳 は ， 1日制高校卒業生

　が 88％，検定試験 に よ る もの が 10％，そ の 他 2％ とな っ て い る 。 また京大の 場合 （明

　治 39年〜大正 6 年） に は ， 旧制高校卒業者は ， 60％ 程度に 止 ま り， 高師卒業者が

　25 ％ ， 検定な どそ の 他が 15％程度とな っ て い る （各年度の 『官報』 お よび各大学
一
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　覧か ら集計）。

  　ただ し，
こ こ で 加藤の 言 う哲学 （部） とは，

19世紀後半の ドイ ツ に おい て 自然科

　学系の 学科が 「理学部」 と して 独立 した後の い わ ゆ る 「文学部型哲学部」 をモ デ ル

　 と して い た と考え られ る 。 別府 （1975）参照 。

（7126 年に は初め て 「就職未定者」 が 登場す る （『文部省年報』明治 26年度版）。

（8） た とえ ば， 旧大学令施行直前の 大正 7年 ， 東大文科は 19専修i学科 29講座 を有 して

　い たが ， 当年度卒業生 は82人で 1学科あた り 4 人強， また同じ く京大文科 で は， 21

　専攻 24講座で 38名で あり， 1専攻 あた り1．8人に 過 ぎなか っ た 。

〔9） 詳細に 関 して は，橋本 （1996），参照 。 なお京大 に関 して は ， 信頼 に足 る卒業生名

　簿が未発見の た め
， 『学士会名簿』を利用 した

。

（1 　た とえ ば大 正 15年度 の 全国 の 中等学校教員数は39608人 （「文部省年報』大正 15度

　版）， そ の うち両帝大の 文学部卒業生 の割合 は 1．9％ に す ぎな い
。

  　成蹊高校を除 く28校の 全教授数791人中463人 （58．5％）（大正末年 の各高校
一

覧か

　 ら集計）。
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